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１．概要（Summary） 

神経細胞のダイナミクスを理解するため，神経細胞の

培養・観察を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

  環境維持・制御装置 

クリーンベンチ 

インキュベーター 

 

【実験方法】 

事前に凍結保存したラット大脳皮質細胞を早稲田大学

西早稲田キャンパスにて製作した基板にグリア細胞との

共培養により神経細胞を播種・培養を行う。基板はパター

ニングにより細胞接着領域及び細胞非接着領域があり，

細胞接着領域のみに培養を行うことができる。早稲田大

学ナノ理工学研究機構にてインキュベーターを用い神経

細胞を培養する。培養から12 日後に，カルシウムイメージ

ング法により神経細胞の活動観測を行う。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

培養した基板を蛍光染色し，蛍光像を顕微鏡により観

察した。パターニングによって特定の部分に形状を制御し

た神経細胞を培養することに成功した。イメージングで得

られた蛍光像を Fig. 1 に示す。 

 

fig1 fluorescence image 

また，神経細胞への電気刺激導入を行い誘発的な細胞

の活動及び自発的な細胞の活動の両方を観察することが

できた。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし。 
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